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ま え が き 

 

 本報告書は、プロジェクト研究「経済・社会の変化に応じた職業能力開発システムのあり

方についての調査研究」に位置づけられるサブテーマ「若年者の職業への円滑な移行に関す

る調査研究」のうち、「学校から職業への円滑な移行に関する調査研究」において、総務省統

計局が実施した『就業構造基本調査』の調査票情報を独自集計したものである。 

 当機構では、これまで 1982 年、87 年、92 年、97 年、2002 年、2007 年の『就業構造基本

調査』についてはすでに特別集計を実施し、成果を発表している。内容的には、1997 年まで

はフリーター数やその働き方を中心に分析しており、2002 年、2007 年はニートについても分

析を追加した。また 07 年は、非典型から正社員への移行、職業能力開発にも焦点をあてた分

析を展開している。 

本報告書が、若者の支援について論じようとする方々のお役にたてば幸いである。 
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